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建築概要　　

　敷地面積　　　         9,502.03 ㎡

　建築面積　　　         3,978.99 ㎡

　　庁　舎　棟　         2,322.96 ㎡

　　立体駐車場　         1,441.29 ㎡

　　附 属 棟 他       　214.74 ㎡

　延床面積

　　庁　舎　棟        　10,109.57 ㎡

　　立体駐車場        　2,885.74 ㎡

　　附 属 棟 他       　194.87 ㎡

　階　　数　

　　庁　舎　棟　　　　地上７階建

　　立体駐車場　地上２階塔屋１階

　　附 属 棟 他      　　　地上１階

　構　　造

　　鉄骨鉄筋コンクリート造・一部鉄骨造

　特殊構造

　　免震構造

志摩市新庁舎　概要

第 37 回建築士事務所全国大会 ( 三重大会 )

平成 25 年 8 月 9 日 開催
主催　社団法人 日本建築士事務所協会連合会　　
主管　一般社団法人 三重県建築士事務所協会
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　新年明けましておめでとうございます。
　三重県建築士事務所協会の会員の皆様方におかれましては、お健やかに平成25年の
新年をお迎えになられたこととお慶び申し上げます。
　また、初めてご挨拶をさせていただきます。熊野市・南牟婁郡選出の三重県議会議
員の大久保孝栄と申します。45才の女性でございます。
　一昨年の紀伊半島大水害では、被害の大きかった私どもの地域（熊野市や紀宝町）
の復旧復興に温かいご支援、ご尽力を賜り、衷心より感謝申し上げます。また、建築
士事務所協会として、東日本大震災からの復旧復興にも、力強いご支援を続けておら
れることに、心より感謝と敬意を表します。
　さて、昨年末に安倍新内閣が発足し、「危機突破内閣」として新政権が動き出しま
した。このことによって東日本の被災者の方々が一刻も早く、心の休まる生活を送っ
ていただけることを第一に期待しています。生活の基盤はやはり「住まい」でありま
す。三重県では鈴木英敬知事が「幸福実感度日本一！」の県を目指しています。「幸せ」
を感じる場所の多くは「我が家」であると思います。「我が家」の中で、家族ととも
に、喜び、笑い、時には泣いたり、話し合ったりしながら、一緒に成長していくとい
う、この上ない幸せを育んでいくのだろうと思います。そう思うと、建築士の皆様の
お仕事は、素晴らしいお仕事です。
　人間の一生の中で一番大きな買い物は、「家」や「社屋」であり、一生の中で一番
運気が上がっているのも家や社屋、店舗を新築するときであるとお聞きしました。「人
の夢を形にする仕事」もしくは「人の夢を叶える仕事」を今までにも数多く、そして
これからもたくさん形にされる皆様に心から感謝申し上げ、尊敬の念をいだきます。
　三重県では、南海トラフも心配されており、防災減災に早急に取り組まなくてなり
ません。また事前復興という考え方も出てきています。東日本大震災で犠牲になられ
た多くの方々からの命をかけた教訓を活かさなければ申し訳がありません。私も、三
重県議会議員として、しっかり防災に力を入れていきたいと思います。
　建築士の皆様方にとりましても、「耐震」や「節電」という、日々の暮らしのなか
での、「安心感・安全感」を与えることがテーマになっていることと存じます。今後
とも、建築主様の利益の保護をお図りいただき、建築文化の向上と公共の福祉の増進
にご貢献いただきますようお願い申し上げます。
　昨年４月に移行され、一般社団法人・三重県建築士事務所協会となられました貴協
会の、益々のご発展と、会員の皆様、ご家族の皆様の本年のご健勝、ご多幸を心より
お祈り申し上げ、ひとつでも多くの「夢」を叶えていただきますことを重ねてお願い
申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。
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　会員の皆様、新年明けましておめでとうございます。

　旧年中は当協会事業にご理解、ご尽力を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、本年は第37回建築士事務所全国大会　三重大会が８月９日、10日に開催されますが、主管会

としての実行委員会各委員の皆様方には、それぞれの業務御多忙の中多くのご協力をいただき、心よ

り感謝申し上げます。

　大会まであと半年と迫ってまいりましたが、まだ、多くの課題も有り、会員の皆様の一層のご尽力

を賜りたく重ねて宜しくお願い申し上げます。

　また、本年は政権も替わり、国の方針として民間建築物の耐震化促進についても、何らかの施策を

行う方針と聞き及んでおりますし、防災対策事業としての公共工事の発注が増やされると思いますの

で、少しでも会員の皆様の一助となれるよう、協会として、各種情報の収集、発信を行ってまいります。

　なお、昨年より会員の皆様方の業務推進方策の一つとして、金融機関との協議を進めておりました、

「会員の設計監理に係る住宅ローンの優遇措置」に付きましては、金融機関との協定を本年度中に行

い新年度より運用を開始できるものと考えております。

　さらには、検討を進めていました「建築設計・監理業務保障制度」につきましても新年度より運用

を開始していく予定です。消費税の改正前における建築物件の駆け込み需要が見込まれる中、会員の

皆様の協会会員としての信頼を生かし、建築主様の信頼も得られるよう、早急に整備し皆様方にご案

内をしていきます。

　昨年４月より当協会は、一般社団法人として、運営を行っていくこととなりました。

　今後も建築また設計・監理の業界における建築士事務所の団体として推進役としての役割が求めら

れるものと考えます。

　「消費者保護」、「建築士事務所の地位の向上・確立」、「建築士事務所の経営基盤の改善」等の目的

を達成していくには、関係各団体との協力関係及び議会等との関係の確立、そして会員の増強が必要

であります。

　昨今、建築士試験の受験者数は毎年減少し、数年前と比較すると40％近くも減少しており、建築設

計業務自体の減少と相まって我々建築設計業界が衰退しかねない状況にある今、建築士事務所の存続、

業界の健全な発展について、会員の皆様の果たす役割は大きなものであることを御理解いただき、当

協会へのより一層の御支援を賜りますようお願いいたします。

　結びに、建築士事務所全国大会　三重大会成功のために皆様の一層のご協力をお願いいたしますと

ともに、会員皆様方のご健勝、ご活躍を祈念いたしまして、新年の挨拶と致します。

　　　2013年頭の挨拶　　　2013年頭の挨拶
会　長　田　端　　　隆　　　　　　　　　　
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建築士事務所全国大会

三　重　大　会
平成25年８月９日

建築士事務所全国大会に向けて建築士事務所全国大会に向けて
全国大会実行委員会

　平成25年８月９日開催の第37回建築士事務所全国大会≪三重大会≫開催まで残すところ７ケ月余りとな
りました。
　昨年10月５日の東京大会では三重大会への参加案内・アピールをしてまいりました。
　また、昨年の12月17日に日事連において「全国大会運営特別委員会」が開催され、会場・テーマ・スロー
ガン　等が委員会にて協議されました。
　今後、大会趣旨に基ついて順次進めてまいりますので皆さまのご理解・ご協力の程よろしくお願い致し
ます。
　なお、大会開催に重要な要素となります広告協賛金につきましては各会員様のご尽力によりかなりの成
果が上がっておりますが、今一歩目標には達していない状況です。大会を成功裏に導くため各会員様の「も
うひと頑張り」をお願い致します。
　会員全員で成功させましょう !!

三重大会実施要項（案）
大会期日　　　　平成25年８月９日（金）10日（土）

大会会場　　　　伊勢市　伊勢県営サンアリーナ

大会テーマ　　　建築の原点　文化・魂と技の継承

大会スローガン　日本の建築の原点からの発信　建築の原点に立ち返

り、全ての人のための質の高い建築物へと、その文

化・魂と技を繋げよう・拡げよう

キャッチフレーズ　おいないな　美し国　三重へ

大会宣言　　　　私たち建築士事務所は様々な課題の解決、災害への

対応を経験してきた今、もう一度建築の原点に回帰

し、建築物に住む人、使う人、作る人、全ての人の

ための安全の実現・健全の実現・保持という、建築

文化と技術を、過去から現在へ、現在から未来へ継

承する専門家として、活動を進めること。さらに、

このことにより全ての人の生活を守ること、社会活

動の維持継続に尽力する事をここに宣言します。

記念講演者（案）　未定

特別事業　　　　１日神領民としての白石持行事参加

エクスカーション　世界遺産熊野古道　伊勢路散策

　　　　　　　　ゴルフプラン

タイムスケジュール

開催時間

10：30　　会場オ－プン

13：00̃14：15　パネルディスカッション　一般参加

　　　　　テーマ

　　　　　　「建築文化の継承とまちづくり」（仮称）

＜パネリスト＞

　コ－ディネター　浅野　聰氏　　三重大准教授

　パネラー　　　　河合　真如氏　神宮司庁広報室長

　　　　　　　　　千種清美氏　　ライター

　　　　　　　　　尾関憲一氏　　NHK製作局（予定）

14：30̃14：45　オープニングアトラクション

14：45̃16：00　記念講演　　　　　　一般参加

　　　　　　　　一般参加者退場

16：25̃17：55　大会式典

　「第37回建築士事務所全国大会(三重大会)」

18：10̃19：40　記念パーティ


